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①

気の病証と治療
神奈川県・平馬医院　平馬直樹

はじめに――講座のねらい――
　中医学では，健康な人体とは，身体を構成する気・血・津液などの物質が淀みな
く循環して，必要な臓器・器官・組織に過不足なく供給されており，五臓を中心と
して，これに統括される身体の諸器官がしっかり機能して，臓腑組織が協調的に働
き，調和が取れている状態と考える。
　本講座では，健康状態が崩れた気・血・津液・臓腑のさまざまな病証を説明し，
それぞれの病証を治療するのに，どのような治法を立て，どのような薬物の配合で
対応するのかを解説する。さらに適応する主要方剤を示して，その解説を施す。
　本講座によって，弁証論治を進めるうえで，基本的な証の把握と，それに基づく
治法の立案，治法を実現するための用薬と基本方剤が理解できるものと思われる。
弁証論治の処方能力の基本を身につける知識を提供することを目的に，連載で講座
を進めたい。第1回は「気の病証と治療」。

①推動作用

②温煦作用
③防御作用

④固摂作用

⑤気化作用
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基礎理論と方剤を結ぶ入門講座

①元気（原気，真気）

②宗気

③営気

④衛気
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連載シリーズ

⑤臓腑の気，経絡の気

１．気虚証

１）脾気虚証

２）肺気虚証と心気虚証
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基礎理論と方剤を結ぶ入門講座

気虚証の治療　―補気法―

１）補気法の用薬

２）補気法の主要な方剤

【組成】
【効能】
【主治】
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連載シリーズ

【組成】
【効能】
【主治】

【組成】
【効能】
【主治】
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基礎理論と方剤を結ぶ入門講座

【組成】
【効能】
【主治】

2．気機の失調　―気滞と気逆―

１）気滞
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連載シリーズ

２）気逆

気滞・気逆の治療　―理気法―
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基礎理論と方剤を結ぶ入門講座

１）理気法の用薬

２）理気法の主要な方剤

（1）行気法



62　日本中医学会雑誌　Vol.1 No.1　2011

連載シリーズ

【組成】
【効能】
【主治】

【組成】
【効能】
【主治】
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基礎理論と方剤を結ぶ入門講座

【組成】
【効能】
【主治】

（2）降気法

【組成】
【効能】
【主治】



64　日本中医学会雑誌　Vol.1 No.1　2011

連載シリーズ

【組成】
【効能】
【主治】

プロフィール

現職

● 略歴

著書


